
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆ 保育士の資格を持っていながら、保育士とし

て働いていない人がほぼ２人に１人 

保育士実態調査の主な結果 １ 

◆ 保育士以外の仕事に従事もしくは無職の方で

保育士として就労意向のある人は３人に１人 

◆ 保育士の仕事をしていない理由として、希

望の勤務先とのミスマッチが少なくない 

◆ 再就職のための登録制度（例：人材バンク）

への活用意向が非就労者の８割にのぼる 

Ｑ 現在の仕事は？ Ｑ 保育士として働いていない人の今後の就労
希望は？ 

Ｑ 再就職のために登録すると、就職斡旋や情報
提供が受けられる仕組みがあった場合、活用
したいか？ 

Ｑ 保育士の採用に困難を感じているか？ 

Ｑ 再就職に際して最も不安に思うことは？ 

◆ 「潜在保育士の登録・斡旋の仕組み」、「再

就職支援研修」を求める施設が多い 

◆ 現勤務先で働きたくない３大理由は、「給料に不

満」、「休暇がとれない」、「身体的負担が大きい」 

Ｑ 保育士として、あるいは現在の施設で働きたく
ない理由は？ 

（上位５項目） 

Ｑ 過去３年間で潜在保育士を雇用したケースは
あるか？ 

◆ 潜在保育士の再就職時の不安は、「家事・子

育てと仕事の両立」が第１位 

◆ 新卒以外での採用は、「保育士経験者」が最も

多く、次いで「子育て経験者」 

Ｑ 新卒以外で採用した保育士の経験は？ 

（上位３項目） 

◆「保育士経験がある」「子育て経験がある」が

潜在保育士雇用のメリット 

Ｑ 潜在保育士を雇用することによるメリットは？ 

Ｑ 今後、保育士の雇用に関する支援で求める
ものは？ 

【保育士登録者用調査】 

 調査対象：県内の保育士登録者17,260人の中から6,000人を無作為抽出 

 有効回収（率）：2,981人（49.7%） 

【保育施設用調査】 

 調査対象：県内の認可保育所（208施設）及び認可外保育施設（77施設）の計285施設 

 有効回収（率）：232施設（81.4%） 

◆ 回答施設の７割が保育士の採用に困難さを

感じている 

◆ 回答施設の約半数が潜在保育士を雇用した

ケースがある 

（上位５項目） 

Ｑ 保育士の仕事をしていない理由は？ 

無回答
6.1%未定

26.6%

就業希望はない
12.3% 保育士以外として働

きたい
23.3%

保育士として
働きたい
31.7%

(n=1,531)

無回答
7.8%

活用したいとは
思わない
8.2%

活用したい
83.9%

(n=485)

※無回答を除く 

※無回答を除く 

無回答
1.6%

その他
5.1%

家事に従事
している
22.8%

保育士以外の仕事
に就いている

23.4%

保育士として
認可保育所以外で

勤務している
10.1%

保育士として
認可保育所で
勤務している

37.0%

(n=2,981)

33.9

17.8

15.9

12.0

9.5

0 10 20 30 40

他の仕事に就いている

希望の勤務時間に合う施

設が見つからない

子育ての負担が大きい

希望の雇用形態に合う施

設が見つからない

家事の負担が大きい

(複数回答%)

(n=1,531)

39.8

36.2

30.6

27.9

24.8

0 20 40 60

給与に不満があるため

休暇が取れない・取り

づらいため

身体的な負担が大きい

ため

時間外勤務が多いため

責任の重さ・事故への
不安があるため

(複数回答%)

(n=359)

39.0

14.4

12.2

11.3

8.2

0 20 40 60

家事・子育てと仕事

の両立

体力的に仕事を続け

られるか

職場の人間関係

最新の保育の知識・

技術への対応

時間外勤務への対応

(複数回答%)

(n=485)

（上位５項目） 

困難ではない
30.2%

困難である
69.8%

(n=232)

ない
48.4%

ある
51.6%

(n=232)

59.5

44.4

39.2

34.5

19.4

1.3

3.4

9.9

0 20 40 60 80

潜在保育士に登録してもらい、

県内の保育所に斡旋する仕組み

潜在保育士の再就職に向けた研

修の実施

再就職意向のある方を対象にし

た就職相談会の実施

潜在保育士の再就職を支援する

コーディネーターの配置

常勤職員条件の緩和（ワーク

シェアでの常勤職員カウント）

ファミリーサポート利用促進

その他

無回答

(複数回答%)

(n=232)

74.6

26.3

21.6

0 20 40 60 80

保育士経験者

子育て経験者

保育・教育関係

の職業経験者

(複数回答%)

(n=232)

70.3

56.5

31.5

0 20 40 60 80

保育士経験がある

子育て経験がある

他業種での社会人

経験がある

(複数回答%)

(n=232)

（上位３項目） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２６年３月 

 奈 良 県 

 

 
 

奈良県指定保育士養成施設調査の主な結果 ２ 

 

県では、今後の保育士確保対策について検討する基礎資料を得るため、県内の保育施設、保育

士登録者、保育士養成施設及び養成施設の学生を対象に「保育士実態調査」を平成２５年９月～

平成２６年１月の間、実施いたしました。 

この度、調査結果を取りまとめましたのでお知らせいたします。 

 

 

保育士として、働いてこられた中で「やりがい」に感じることは、「子どもの育ちに関わるこ

とができた」が一番多く、以下２位が「収入が得られている」、３位が「信頼できる仲間ができ

た」と続いています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

調査の目的 

◆ 保育士として就職を「希望しない」、「どちらともいえない」が半数。その理由が解決しても保育

士を希望する学生は４割弱 

Ｑ 保育士として就職を希望しているか？ Ｑ 希望しない理由が解消された場合は？ 

◆希望していない・どちらともいえない理由（上位３項目）(n=649) 
①他業種への興味（５８．４％）         
②賃金が希望と合わない（３５．０％） 
③休暇が少ない・休暇が取りにくい（２５．６％） 

 

各調査の結果及び効果的な対策について検討するため、関係諸分野の方より意見や提言を得ることを目的

に実施（第１回：平成２５年１２月２７日、第２回：平成２６年２月７日） 

保育施設ヒアリング調査の主な意見 ３

人材バンクはハローワークのような

機能だけでなく、登録者が園に見学

にいけるような機能もあれば良い 

人材バンクで求職者が細かな条件を

容易に比較できることになり、保育

士の地域偏在が進まないよう工夫が

必要 

今後の課題として大切なのは５年

後、１０年後の働き甲斐（イメージ）

をどのように持てるかということ 

経験や技能に応じて保育士の資格が

複数（例 一級、二級保育士）あれ

ば大きな励みになる 

若い保育士には、特技を活かし保育

に携わってほしい 

中堅以上の保育士の研修には、特別

支援、メンタル相談、新しい制度の

動向など（他の保育士へ伝達等でき

るもの）が必要 ｅｔｃ．．． 

 
 

 保育士確保対策の検討にあたっては、「潜在保育士の（再）就職を支援する」、「現任保育士の定着を促進

する」、「新規の就業者を増加させる」の３点をバランス良くかつ総合的に推進します。 

 保育士に登録してもらい、県内の保育施設に紹介、斡旋する人材バンクを設置・運営します。 

 子育て中の女性や子育て経験者を対象に、保育士資格の取得支援を行います。 

 また、保育士確保対策をより効果的なものとするため、保育士の「資質向上」、「キャリアパスの整備」、

及び「ワーク・ライフ・バランスの確立」について、継続的に検討を進めます。 

今後の本県の保育士確保対策について 

「奈良県保育士実態調査等報告書」概要版（平成 26 年３月発行） 
 編集・発行 健康福祉部こども・女性局 子育て支援課  

〒630-8501 奈良市登大路町 30 電話 0742-27-8604 

【施設用調査】  調査対象：県内の保育士養成施設  有効回収（率）８施設（１００％） 

【学生用調査】  調査対象：上記に通学する１～４年生の学生  有効回収数：１，２８７人 

保育施設用調査で回答のあった施設から、地域性、運営主体、施設規模等を考慮のうえ、９施設を選定し、

個別訪問により施設長等に対しヒアリングを実施 

Ｑ 保育士として働いてきた中でやりがいに感じることは？ 

（上位５項目） 

奈良県保育士実態調査有識者検討会 ４

保育士登録者用調査結果 

「子どもの育ちに関わることができた」ことをやりがいに感じる保育士が多い 

希望している
49.6%

希望していない
21.5%

どちらともいえない
28.9%

(n=1,287)

どちらともいえない
44.7%

希望しない
17.0%

保育士として就職
を希望する

38.3%

(n=606)
※無回答除く

88.5

39.6

30.2

24.4

23.0

0 20 40 60 80 100

子どもの育ちに関わ

ることができた

収入が得られている

信頼できる仲間がで
きた

自己実現が得られて

いる

社会の役に立ってい
る

(複数回答%)
(n=1,403)


